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技術科の種々の評価法と、その適用例

盛　　政　　貞　　人＊

　　　　　　　　Sadato　M0RIMAsA

Severa1Kmds　of　Eva1uat1ons　m　Industr1a1Arts

　　　Educat1on　And．The1r　App11cat1ons

　Ab就醐碗　In　order　to　mqu1re　1nto，and　grasp，the　re1at1onsh1p　between　the　g1ven

cond1t1ons　and　the1r　resu1ts　m　var1ous　k1nds　of　expenmenta11essons，1t1s　necessary　t0

haYe　some　reasonab1e　and　eff1clent　methods　of　the1r　ana1ys1s　and　eya1uat1on　wh1ch　are

corresponded　to　them　In　thls　paper，I　wou1d11ke　to　make　a　report　of　the　methods　of

ana1ys1s　and　eva1uat1on　used－1n　our　exper1menta11essons　some　of　them　were　deve1oped

by　the　present　wr1ter　h1mse1f　from　the　v1ewpomt　stated　above，and　app11ed　m　the

exper1menta11essons，and　others　were　those　methods　of　eva1uatlon　wh1ch　th1s　wr1ter

p1cked　up　from　among　the　methods　that　had－been　used　prev1ous1y，and　that　he　found　of

espec1a1s1gmf1cance　m　our　app11cat1on　of　them　m　the　exper1menta11essons　The　fo11owmg

are　the　methods　used　m　our　exper1menta11essons

　（1）The1eammg－e1ement－check1ng　method，and　the　answer－e1ement＿ana1ysls　method
　　＿the　methods　of　eYa1uat1on　of　the　essay－type　tests

　（2）The　substance－agamst－1anguage－checkmg　method，and　the1anguage－agamst－sub－

　　stance－checkmg　method
　（3）The　product－eva1uat1on　method　based　on　the　concept　of　techno1ogy

　（4）The　actua1－sk111－based　eva1uat1on　method

　（5）Other　spec1a1methods　of　mqu1ry　mto　the1earmng＿consc1ousness　of　the1eamers

　種々な実験授業における，与えた条件とその結果との

関係の追及・把握のためには，それに応じた合理的・能率

的な解析・評価法が必要である。そのような観点に立っ

て，筆者が工夫・開発したものと，その適用例，あるい

は，これまで用いられてきている評価法のうちで，適用

してみて、とくに，その意義を認めたものなどの主なも

のについて，ここに，まとめて報告いたしたい。

I　学習内容の要素照含法およぴ回答内容の要素

解析法　一論文体テストの評価法一

　A　目的およぴ方法の概要

　論文体テストによれば，与えられた問題の規定すると

ころに関して，学習者（生徒）が学習（あるいは認知）

づ己憶した内容の全体と，性質をうかがうことができる

回答が得られ易いであろう。したがって，論文体での回

答を求めると，（1）学習内容の各要素毎の，ならびに、要

素が構成する全体的，構造的なものについての生徒（個

＊島根大学教育学部技術科研究室

人ならびに全体）の学習状況（あるいは，学習目標に対

する到達度の状況）を知ることができるとともに，（2）学

習遇程（学習内容の構造，教材，教具の使用，その他に

よって構成される）と学習効果との関係，ひいては，（3）

学習に関する原理（学習者の認知の発達段階，認知の過

程などと，学習1記憶との関係など）などを知る上で，

有用な資料が得られると思われる。

　しかし，他方において，論文体テストは，適当な解析

法が用いられなければ，結果の処理が複雑であり，手数

がかかり，あるいは解析の徹底を欠ぎ，解釈が主観的に

流れ，ひいてはク評価の信頼性が疑われることにもなり

かねないであろう。

　そこで，論文体テストの長所を生かし，短所が除ける

ような方法が求められる。

　このような観点に立って，工夫。開発したものが学習

内容の要素照合法と，回答内容の要素解析法である。

　「学習内容の要素照合法」は教科書や教師の補充説明

などによって学習した内容を因子的，または，文節的な

どの要素に解析し，構造的に配列して，評価基準を作成

し，その基準に論文体テストの回答の内容を照合して、
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表1教科書の内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ舳・　ω　ガゾ．リン機関の働き　機関の働きを樺型的に示すと、図4のよ

うになる。

　雪洲蜜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じく

　吸気行穆　①では、ピストンがクラソク軸からもっともはなれた

位置にある。この位置を上死点という。吸気弁が開かれてピストン・が

下がってくると、シリソダの中の圧1力が大気圧よりも低くなり，犬気　狛

厘との圧力差で混合気がシリソダの中にすいζまれる。そして，ピス

　　①吸気行程φ②臼圧縮行程彰③一膨張行程吟④排凧行程李⑤

　　　　　　　　　　　図44サイ・クル機関の働き

　　トンは②のようにクラソク軸にもっとも近い位置まで下がり、吸気弁

　　がとじる。この位置を下死点という。また，上死点から下死点までの
　　害より
　　距離，あるいはその間での運動のことを行程といい，①から②までの

　　行程を吸気行程という。

5　　圧縮行程　　吸気がおわり。ピストソが下死点から上死点に上がっ

　　　　　　　　　　　はい営
　　ていく間は。吸気弁も排気弁もとじており。シリソダ内の混合気は圧

　　縮され。その圧カも温度も高まる。この②から③までの行程を圧揮行

　　程という。

　　　膨張行程　　圧縮行程のおわりで，点火し，混合気を爆発させ，そ

・・　の爆発力で③から④のように，ピストソを上死点から下死点までおし

　　下げる。こ’の行程を膨張行程という。

　　　排気行程　　下死点で排気弁が開ぎ，燃焼したガスがふき出す。さ

　　らに、④から⑤のよラに。ピストンは上昇し，シリソダ内に残ってい

　　るガスを追い出し，上死点に達して排気弁をとじ，はじめの状態にも

15　どる。この行程を排気行程という。

　　　機関がこのような運動を続げていくためには，吸気・月三縮1膨張・

　　排気の四つの行程が，くり返される必要がある。このよう停、連続し



表2．学習円容の構造（とくに、模型製作）が学習効果に及ぽす影響について

　　　　　　　　内燃機関のしくみの実験授業成績　　　　　（附中）

（問題2．　4つの行程のうちどれカ）一つの行程をとりあげて、しくみと働きの関係を述べなさい。）

回答小単位、回答内容の要素構成あ い う え お か き く け こ ざ し す せ そ た ち つ て と な に ぬ ね の は ひ ふ ／＼ ほ ま み む め も や ゆ よ ら り る れ ろ わ を ん ア イ ウ 工 オ カ キ I 皿 皿 IV 計

A 吸気行程（では） ○ ○ ○ ⑲ ② ○ ○ ○
ぐ
2
） ○ ④ ○ ○ 8 14 7 3 32 A

B ピストンがクランク軸からもっともはなれたところから ○ 1 0 0 O 1 B
C ピストンが上死点から ○ ○ ⑲ ② ○ ○ 3 12 4 2

2ユ

C
D 吸気弁が開かれて ○ ○ ○ ⑮ ② ○ ○ ② ○ ④ 一

（
）
） 7 15 6 2 30 D

E ピストンが下がってくると ② O ○ 0 1 2 1 4 E
F シリンダの中の圧力が大気圧より低くなり 0 O 0 0 0 F
G シリンダの中の圧力が低くなり ○ ○ 0 0 1 1 2 G
H 大気圧との圧力差で混合気がシリンダの中にすいこまれる ○ ○ O 2 0 0 2 H
I 混合気がシリンダの中にすいこまれる ⑮ ② ④ ○ ○ ○ 4 13 5 2 24 I
J そして 0 0 O 0 0 J
K ピストンはクランク軸にもっとも近い位置まで下がり 0 0 O 0 0 K
L ピストンは下死点まで下がり ○ ○ ○ ⑮ ② ○ ○ ○ 4

ユg

5 2 23 L
M 吸気弁がとじる ○ C ○ 1 1 1 0 3 M
N 図解 O O 0 1 0 且 N
O 圧縮行程（では1） ○ ② ○ ③ ○ ○ ○ ② ④ 3 1 6 6 16 O
P 吸気がおわり

σ
）
） ○ 0 O 2 1 3 P

Q ピストンが下死点から上死点に上がっていく間は ② ③ ○ ○ O O 4 3 7 Q
R ピストンが上がっていく間は ○ ○ ② 2 0 1 1 4 R
S 吸気弁も排気弁もとじており ③ O 0 1 2 3 S
T 吸気弁はとじており ○ ○ O 0 0 2 2 T
U 排気弁はとじており ○ 0 O O 1 1 U
V シリンダ内の混合気は圧縮され

（
到
）

（
（
）
）

③ O ○ ② ④ 3 1 4 6 14 V
W その圧力も温度も局まる 0 0 0 0 0 W
X その圧カは高まる 0 0 0 0 O X

認
　
　
　
　
知
　
　
　
　
記
　
　
　
　
憶
　
　
　
　
構
　
　
　
　
造

Y その温度は高まる O 0 0 0 0 Y
Z 図解 0 O O 0 0 Z
a 膨張行程（では1） （互 ② ○ ○ ○

一、¢）
’
へ
1
）
一

○ （
（
）
）

○ 12） ○ ○
／、②）

（
（
）
） 5 5 5 5 20 a

b 圧縮行程のおわりで （乏）

○ ○ ○ 2 1 2 0 5 b
C 混合気に点火し （カ ＾

l
l
）

＾
（
）
㌔
！

○ ② （J 「） 「） ∩ ② 「） ○ ② （「 「）

4 4 5 6 19 C

d 爆発させ O ○ 2 0一
〇 0 2 d

e その爆発力で ○ 〔
（
1
）

∩ （（1 （＾）

⑦ 0 2 2 3 7 e

f ピストンを上死点から下死点までおし下げる ○ 「） （つ ○ ○ 0 3 O 2 5 f
9 ピストンをおし下げる ○

（
（
）
）

○ O
（カ ② 2 ！ 4 1 8 9

h 吸気弁も排気弁もとじている ＾
（
）
）

r、し’

O ○ 0 2 1 1 4 h
i 吸気弁はとじている O O 0 0 0 i
j 排気弁はとじている O O 0 0 O j
k 図解 0 O 0 O O k
1 排気行程（1では） ○・ ○ ∩ O

（＾）
’
へ
②

「） ○ ○ ○ ○ r） 4 0 2 7 13 1
m

下死点で排気弁が開き ○ ○ 1 0 0 1 9 m
n 排気弁が開き ○ ○ ○ ② ○ 1 O 1 4 6 n

0 燃焼したガスがふき出す ○
（
（
）
）

○ ○ ○ 1 0 1 3 5 O

P さらに
0 O 0 0 O P

q ピストンは上昇し ○ ○ ∩ ○ O 1 0 0 4 5 q
r シリンダ内に残っているガスを追い出し、 ○
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表3 生徒の回答内容の要素構成
　　　　　　　一内燃機関のしくみの実験授業成績 （附中）

＼群
生番＼
徒号＼

対　　　照　　　群

I
T

■

T

実　　　験　　　群
皿　　　　　　　　Iv

T＋模型作成 T＋模型作成

1 ADI ACDIL e　n　S ACDIL
2 acd9 acf OR C
3 ORV ACDIL ACDL OPRTV
4 AI ACDIL abcegh enq　S

5 AD ACDIL ADGLM a　C　e9

6 ACDLM ACDHLM OQSV acfh
7 a ACDIL O OQTUV
8 ADI ACDIL AEIN e　n　S

9 abc afh a　C9 OV
10 abc9 ACDHL ACDIL e　nO　qu∀

11 e　S ACDIL OQV ace　f
12 ACDIL ADI e0 OV
13 ORV OV OPQV 1ns　tu
14 OV a　C OPQV a　C　e

15 e　nユr ACDIL a　C9 1oq
16 e　q ACDIL ACDIL 1Inqsu
17 ACDL abce9 a　C　e9 ACGL
18 ABDL ACDIL X OQSV
19 a DEI abc ADEI
20 e　n　O　t ADI ADEI OQSV
21 cd acefh ACDIL a　C

22 e　O　u

評価する方法である。

　「回答内容の要素解析法」は，回答そのものを，正答

ばかりでなく，誤答までも含めて，一同様に解析し，構造

的に配列して評価する方法である。

　B　適用例と方法の詳述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　ここでは，学習内容の要素照合法を「内燃機関のしく

み」の学習において，「四つ行程のうち，どれか一つの

行程をとりあげて，しくみと働きとの関係を述べよ」と

いう間題を与えて得られた回答の評価に適用した例をと

りあげて述べたい。表2は，その学習内容を文節的要素

に解析し，回答の内容と照合する遇程を経て，最後にま

とめられたものであるが、この表によりながら，その各

過程を説明いたしたい。

　　1　学習内容の要素解析とその構成

　　　　　　　　一評価基準の作成一

　表1にみられる教科書の内容と，教師の補充説明の内

容などを，表の左側の学習内容の要素の欄に記載してい

るように，吸気行程をA～M，圧縮行程をO～Y，膨張

行程をa～j，排気行程を4～Y，その他に解析し，文

節的に配列・構成する。そして，各要素毎に符号を与え

る。ただし，これは表2をまとめる前段階として，別の

用紙にまとめて記入する。

　　2　学習内容の要素と回答内容との照合

　学習内容の要素と照合して，生徒の各個人の回答内容

に含まれる要素を符号で示す。そして，全生徒の結果を

表3のようにまとめる。

　　3　要素構成別，群構成別の表示

　ついで，表3のデータから要素の構成を種類別にまと

める。そして，できたものが表2の平仮名のrあ」から

片仮名の「キ」にわたる回答の要素構成の欄である。そ

して、下側の欄には，要素構成別の数と，それらの各々

に含まれる要素の数とが，生徒の群構成別にまとめられ

る。さらに右側の欄には，各要素の種類別の計が，群構

成別にまとめて記入される。

　このようにして，この学習内容の要素照合法によれ

ば，重複をさけて，構造的で，精密な解析結果が得られ

る。そして，ひいては，評価に客観性が与えられるばか

りでなく，信頼性や解釈容易性が与えられるものと思わ

れる。

　　4　結果の考察と利用

　さて，この結果についてみると，吸気行程（では）

（要素A）をあげたものが，教科書だけによって学習し

た対照群では，第I群が8例，第1皿例群が14例で計22例
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あり，教科書と模型製作とで学習した実験群では，第皿

群が7例，第IV群が3例で計10例であった。すなわち，

吸気行程をとりあげたものは，対照群において，実験

群においてよりも多かった（”2検定の結果，5％の水

準で有局差が認められた）。他方，圧縮行程（では）

（O）をとりあげたものは，実験群において，対照群に

おいてより多かった。また，排気行程（では）（4）を

とりあげたものが実験群の第IV群において多かった。こ

れらのことを総括的に考察すると，教科書で学習した群

では，初めに学習したもの，すなわち、r吸気行程」を

よく学習・記憶しており，心理学でいわれている「初頭

性の法則，1aw　of　prmacy」が働いたものと思われる。

他方，模型製作を加えて学習した群では，その製作によ

って，強く関心を引かれたり，記憶するところが，他に

移ったのではないかと思われる。

　その他，どのような要素がよく把握・記憶され，どの

ような要素が把握・記億されにくいかなどの学習状況

が，個人的，全体的にとらえられる。

　このように，この学習内容の要素照合法は，学習指導

に直接役立つような構造的な資料を得る上でも，また，

学習過程の改善に，その基礎を与える学習。記憶に関す

る心理などの，学習の原理を究明していく上でも有用で

あると思われる。

　　5　能率的処理

　表3のデータから表2のとりまとめができるコンピュ

ータによる処理法が，同じ研究室の福問彰教授によって

開発されている。

　　6　因子的要素の場合の相異

　例えば「4サイクル機関の行程の名称を答えなさ

い。」という問題を与えた場合には，吸気行程，圧縮行

程，膨張行程，および排気行程，などが答えられるであ

ろう。このような場合を因子的要素と呼んでいる。

　因子的要素の場合には，文脈についての考慮などがい

らないので要素解析が比較的容易である。

　　7　回答内容の要素解析法の場合の相異

　回答内容の要素解析法の場合には，学習内容の要素照

合法の場合に比べて，多種。多様な回答一ひいては，要

素一が出てくることと，予め，要素の配列順序を決めて

おくことができないこキ，などによって，解析作業に手

間がかかる。

　この方法の場合には，テストを見ていく順序に，要素

の解析を行ない，その出てくる要素の順序に，仮りの符

号を付しておいて，テストを見終った際に，その順序

を，学習内容の叙述順序（あるいは，学習内容の体系的

構造）や，正答から誤答の順序，などにしたがって構成

しかえなければならない。

　　8　要素の点数化

　要素を点数化する場合には，各要素毎に適当に配点し

て，それを集計する。その配点のしかたを，電気そうじ

機の実験授業の際に用いた評価基準に例をとって示す

と，表4の通りである。

表4　評価基準（回答の要素解析とと，その配点）

　　　　　　　　　　　　電気そうじ機の実験授業一

a　（要素）〔10点（配点）〕モーターで，

b　（10点）ファンを回転し，

　　すいこみ口からはき出し口に向けての空気の流れ（風）をおこす。

c　（30点）

　　　　　　　c！　（20点）

　　c”　　　（20点）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c”1　（10点）

　．玄』工皇目からエ．．ζ登坦刻工ζ主仏．

d　（20点）

　　　　　　　　　d！　　（10点）

　一．⊆を娃集Pム袋．．（塞じん蟄Σ．垣た吏久土．

e　（10点）

　　　　e！（5点）　e”（5点）

　．里気剴圭き也レ旦迦一ら世至．．

f．迎嘘L
　　f！　　　（10点）

皿　実体・言語照含法およぴ言語。実体照含法

A　方法および意義

　実体1言語照合法は，実体を見せて，その対象となる

言葉を答えさせる方法であり，言語・実体照合法は，逆

に，言葉を述べて，その対象となる実体を指摘させるも
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のである。

　これらの評価法は，学習が，記号（Sign）と記号対象

（S1gmf1Cate）との結びつきによって成立するとする

「S－S説，sign－signifieatetheory」（あるいは，場

理論、認知説ともいう）の理論にも合致する1つの重要

な評価法であるといってもよいと思われる。

　B　適用例

　　　　　　　　（2）
実体・言語照合法を，電気そうじ機の実験授業の評価

に適用して，表5に示したように，教科書による学習の

表5　教科書による学習と実物観察による学習とが実物照合に及ぼす差異

　　　　一電気そうじ機の実験授業成績

＼　　名称群ぺ㌧＼1ア！
集じん部 リモコンスイッヂ

正答率 38％ 30％ 100％
T

誤答率 62 70 O

正答率 95 95 100

O
誤答率 5 5 O

＜注＞T：教科書，O

場合には，ファンと集じん部の，それぞれの正答率が38

％，30％と非常に低く，実物観察による学習の場合に

は，正答率がともに95％と非常に高かった。そして，こ

のことは，筆者が，「教科書によれぱ記号的把握がよく

なり，スライドやOHPなどによれば映像的把握がよく

なり，実物観察によれは具体的把握がよくなり，実習に

よれば行動的把握がよくなる傾向」，すなわち，「情報

の受容型学習（あるいは，認知）の優勢傾向」と呼ぶ理

論をみいだす端緒となった。

実物観察

皿　技術の概念にもとづいだ作品評価法

　A　方法およぴ根拠

　作品の評価基準を，筆者が，「技術（の核）の成立の

3要素と呼んでいる「目的（機能，働き）」、「根拠（原

理）」、「方法（機構，しくみ）」と，それに「創意」を加

えた観点に立って作成し，それによって，作品を評価す

る方法である。
　　　　（3）
　木材加工の作品の評価基準として，作成した例を示す

表6作品（木材加工）の評価基準

項　　　　　　　　　　　　　目 評点 倍率 調整評点

使用目的にあっているか 5点 4 20

木材の合理的な使い方ができているか 5 3 15
加
（
　
原
・
工
理
・
　
を
方
。
含
　
む
法
・
）

上手にけずれているか 5 3 15
60

こぐちの仕上げや，接合が上手にできているか 5 3 15

塗装が上手にできているか 5 3 15

創意（工夫）がみられるか 5 4 20

計 10α点

＜注＞（1）

　　　（2）

各項目の評点は1点～5点の5段階（普通のものを3点とする）として与える。
各項目の評点に，一表中に示した倍率をかけて，調整評点の満点が100点となるようにする。

と表6の通りである。

　B　適用例

　この評価基準にしたがって，生徒（40名）が製作した

本箱の作品について得られた調整評点と，その生徒達

の，人格を構成する一要素とみられる達成動機について

のAMT法による得点との間の関係を調べたところ，図

1にみられるように，微弱ではあるが，正の相関がある

結果が得られた。

　この評価の方法は，評価基準の配点のしかたなどにつ

いて論議を要するところがあるかと思われるが，技術的

な作品の評価法について事一つの基本的な観点を与える
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図1　作品の調整評点と達成動機（AMT）の得点との相関
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γ＝十〇．127
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ことができるものと思う。

I▽’実技による評価法

A　方法および意義

技術のいろいろな学習法が，どれだけ，技術的実践能

力を養うことに効果があるかは，ぺ一パーテストではつ

かみにくく，それを実際に行なわせてみる，実技テスト

によって評価することが必要であると思われる。つぎに

述べる評価結果は，そのことを示唆しているといえよう

　B　適用例

　　表7　教材・教具の使用過程が回路計を使っての抵抗測定に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　回路計の実験授業成績

（a）回路計の文字盤の読みとり

項　目 正　　　　　　　答
値（単位つき）1絶対値だけ1　計 誤　　答

群

丁十V，2年1組24名 6 5 11 13

T＋V，　2組24名 10 1 11 13

T＋O，　3組24名 4 3 7 17

（b）回路計を使っての実測

＼項目
リード線の レンジの
さしこみ 選び方

OΩ調整 抵抗測定値 態　度
＼

＼

＼群＼ 誤り，ま 誤り，ま 誤り，ま
正 不

正
たは不能

正
たは不能

正
たは不能 1計 誤 A B C

値 絶対値のみ 能

T＋V，2年2組22名 21 1 15 7 8 14 3 3 6 5　11 4 9 9
一 ’

一　　　　　　　　　　　　　’

… iT＋O，　3組23名 21 2 21 2 14 9 5 7 12 8　3 11 9 3
＜注＞T：教科書，V：視覚教材（OHP）、O：実物教材
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　　　　　　　　（4）
　回路計の実験授業における評価を，「回路計の文字盤

の読みとり」をぺ一パーテストで行ない，「回路計を使

っての抵抗測定」を実技によるテストで行なった。その

結果は表7に示した通りであった。前者の場合において

は，教科書とOHPを使って学習した群がよい成績を示

し，後者の場合においては，とくに、実技テストによら

なけれぱ把握できないような，抵抗測定の不能者が少い

こと，測定の態度がよいことなどにおいて，明らか（そ

れぞれ、”2二7．17＞3．84o．05，κ』4．45＞3．84o．05），

教科書による学習に実習を加えた群がよい成績を示し

た。

　評価しようとする対象に適応した評価方法を用いるこ

とが大切であるといえよう。

V　意識調査1よる評価法　一学習者による評価一

貞　　人 81

　A　方法およぴ意義

　学習の各題材毎に，その学習についての学習者の（1）平

明意識（わかりやすかったことと，その理由），（2）難解

意識茅（3）興味意識，（4）疑間意識，（5）操作意識（学習し

たことが技術的操作に役立つと思うか）、（6）応用意識，

（7）創造意識三などの意識一学習者による評価一を知るこ

とは望この教科の学習遇程にかかわる原理その他の知識

をつかむためにも，また，直接，学習指導上に役立つよ

うな資料を得るためにも意義が大きいであろうと思われ

る。

　B　適用例と方法の詳述

　　　　　　　　（5）
　ここでは，自転車の力の伝導のしくみの実験授業にお

いて，平明意識についての調査を行なった例を身表8に

よって述べてみたい。

表8　学習上の理解容易事項と，その理由一平明意識一

　　　　　　　　　　　　　　自転車の力の伝導のしくみの実験授業成績

　　　〔質間1．自転車の力の伝導のしくみの学習でわかりやすかったことと，その理由〕

〔a〕事項

わかりやすかったこと
事　　　　　　　　　　　項

あ．伝導のしくみ

い．伝導のしくみとギヤ比の関係

う．ギヤ比

え．ギヤ比の求め方

お．ギヤ比と回転比の関係

か．ギヤ比と速度との関係

き　伝導のしくみと，速く走るときや楽に走ると
　きの力との関係

く．回転モーメントの説明

け．伝導のしくみと回転モーメントとの関係

こ．ギヤ比と回転モーメントとの関係

さ．ギヤ比の求め方と回転力との関係

小　　　　　　　　　計

な し

回　　　　答　　　　　な し

例　　　　数　（理　由）

対照群

M＋P
9（a・3，h．
3，q・3）
3（b・1，P・
1）

1O（b・2，h．
1，j・2，r⑤
3，t・2）

1（い1）

2（a・1，qo
1）

25

2

実　　　験　　　群

G・M＋P

1

2（h・1，w・
1）

2（い1）

6（9．2，i・
2，n．2）

2（t・2）

1（w・1）

1（s4，∀・
1）

1（e・1）

17

1

G＋M＋P

1（い1）

2（b⑤1）

1（a固1）

4（c．1，10
1，い1，マ・
1）

6（d・1，i・
1，f・1，s・
1，い1，x・
1）

2（9・1，i・
1）

6（ao1，e・
1，i・1，い
1，0．1，y・
1）

1（m．1）

23

1

M＋P・G

1

2（b・2）

1

2

1

6（e．2，9・
2，i．2）

1

2（eリ）

16

計

12

3

16

1

1

5

13

14

3

9

4
81

3

1
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a．なし，回答なしの生徒数の和

b．学習生徒総数

C．わかりやすかったことをあげた生徒数
　　　　　　　　　　　　（b－a）

平明意識率　　　（c／b）

2
23

2I

91．3％

1
22

21

95．5％

1
22

21

95．5％

O
24

24

100．O％

4
91

87

95．6％

a．

b．

C．

d．

e．

f．

9．

h．

i．

j．

k．

1．

m．

n．

O．

P．

q．

r．

S．

t．

u．

Y．

W．

X．

y．

〔b〕理由

1蒲㌶llllll1二二11111111

警1簑篶1二二二二二二二二二一

図によって説明されたから……………………・…

図による説明がよかったから…・…………・・……・

VTRで学習をしたから…・………・一

説明が合理的であったから（合理性）…………・

順序よく説明をされたから（順序性）…………・

説明がていねいであったから……………………

熱心に説明されたから・……・………・…一………

薄箒箏箏1111111二111

教科書の説明でわかったから一……………・・…・

数字を入れて考えてみたから・…・…………・……・

教え方がよかったから……

小学校でも学習していたから・……………………

小学校の時に，テレビ学習で習ったから………・

前から少し知っていたから一一…・

実験後VTR学習でもう一度復習ができたから・

簡単だから…………・…………………・一

表を使って学習したから…・…・………・……一…

llll／撤1こ1

・ト粥
．’’51

　　　図示による学習………
一・5／

　・7視覚機器による学習…
・…・2

…　1　　　説明のしかたがよいこと…
…　1

…　1

111／1鰍11凧こ！

…・・4教科書による学習…・・…

・…・4数字による具体的な学習…

　・・3教え方がよいこと…・…・一

・・’2／

　　　既習経験があること………
…・・1／

　・・2予備知識があること………

・…・2反復遇程による学習一…・・

　・・1学習内容の簡単……………

・…・1表示による学習一・……・

・・14

・・10

…10

・・7

・・5

・5

・4

・4

・3

・3

・2

・・2

・1

・・1

　実験授業には，M＋P：M〔方法（しくみ）〕とP

〔目的（働き）〕を主な内容とした教科書によって学習

を行なった群，G・M＋P：G〔根拠（原理…回転モー

メント）〕の学習をした後に，教科書による学習を行な

った群，G＋M＋P：Gの学習を教科書による学習の中

に加えて行なった群，M＋P・G：教科書による学習の

後に，Gの学習を行なった群，の4群を構成して行なっ

た。対照群のM＋Pには，原理（G）学習が加えられて

いなく，実験の3群には，いずれも，原理学習が加えら

れている。

　この表8は，生徒から回収された（群別，生徒番号順

に整理した）調査用紙に出てくる順序に，事項と理由に

符号を与えて表示してゆき，全部終った段階で，事項に

ついては，（ここでは）学習内容の叙述順序（学習内容

のまとまり）によって，理由については，（ここでは）

例数の多い順序にまとめたものである。

　平明意識率は，この学習において，わかりやすかった

事項をあげた生徒数の学習生徒総数に対する割合を求め

たものである、

　「理解容易であった事項」として，対照群では，ギヤ

比（符号う，い）や，伝導のしくみ（あ）などに多くの例

数をあげ，実験群では，回転モーメントの説明（く）や，

ギヤ比と回転モーメントとの関係（こ）などに多くの例数

があげられている。これによると，この学習において加

えた原理（回転モーメント）の学習は，生徒によって把

握。理解が容易に行なわれたものと認められる。

　平明意識率は，対照群（M＋P）が91．3％，実験群の

G．M＋PならびにG＋M＋Pが，それぞれ95．5％，M

＋P．Gが100％であった。すなわち，実験群が対照群

よりやや良い傾向がみられた。

　「理解容易であった理由」として，例数の多いもの

から述べて，日常経験があること（a～c）14例，実験

による学習（d～f）10例，図示による学習（9～h）

10例，視覚機器による学習7例，説明のしかたがよいこ
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と5例，関連教科で学習していたこと5例，その他があ

げられているが，これらは，学習を理解容易なものにす

る原理や方法をよく示唆しているものと思われる◎した

がって，このような意識調査は，学習過程～学習指導法

の研究上からも大いに侑，冒義なものと考えられる。

　難解意識その他も，同様な方法によってまとめること

ができる。
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